



















































































































ナマコヒキユ ハ y カアマシーツ イキ主之之ンニャ
(海鼠ひきに二十日あまりずっ行ったものだ)



























ホーホー ケー アゲナズィプンニナ yテカラ ウエヨッタダカ
(ほうほう ついあんな頃になってから植えていたのか〉





r~ ヨル(オル)J の残存について 7 
島根県大原郡大東町春殖畑嶋(日本放送協会1981b) 
タダソェデモオランツガコドモノ ジブンニャーマー ケタ
イゲナ ウチガチャッチャ カッカ イ一三ム之
(ただそれでも(やはり〉 われわれが こどもの ころにはま
あたいがいの家が 「ちゃっちゃJrかっか」と 言っていた〉


















































マキ ウイロー カイニイキヨ γタヨノー
〈ちまき(と〉 ういろうを買いに行きましたね〉














図2 未然過去(過去の将然態〉の I~ヨッタ(オッタ )J
国立国語研究所1979に加筆
、-<:> 
tHd • tfド -td
v" ' 
O 











































































































ウン ソレガアノー ナソノトコデ シ土ぇ之ンヤテ





阿児町では r~ トッタ」は r~ トタ」となる。
ただし、形容詞につく r~ ヨ γ タ(オッタ )J については r~ トッタ」と
は置き換えができないようである。
3) 出雲地方では、中部地方の r~ トッタ」にあたる r~チョッタ」で、過去
の習慣・回想が表現された例は見られない。中部地方にくらべて、出雲地
















井上文子 (1993)r関西中央部における「オル」・ r~ トノレ」の軽卑化のメカニ






国立国語研究所 (1980) ~国立国語研究所資料集10-4 方言談話資料(4)ー 福ー
井・京都・島根一一』秀英出版











日本放送協会/編(1981a) ~全国方言資料 3 東海・北陸編』日本放送出版
協会
日本放送協会/編 (1981b) ~全国方言資料 5 中国・四国編』日本放送出版
協会





山口幸洋(1985) [""方言体系J W新居町史3 く風土編>~
〈文学部助手〉
